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今木官験り施行りレニ￥｡リタル経路ノ大要刊止

ブベシ。

(第一)抵抗カニ関スル賓験

　

従来異種細菌ノ非

経口的慮用ハ、一般二所謂非特異性療法叉ハ蛋

白殷療法ナル概念ノ下二總括セつレ。サレド饌

ツラ考フルニ、各種ノ細菌ハ夫々固有ノ構造ラ

有シ、其物理化學的性状ブ異－ノ､ノレガ故ニ、各種

異種細菌ノ非経口的施用二際シテ現ノゝﾉﾚ

　

、作川

ハ、果シテ軍二蛋白質二共通ナル非特異性作川

ノモニ蹄ソヽべ｀キモノナリヤ否ヤ頗ル疑問ナリト

セザルサ得ズ。而シ万一額田らヽ松崎ト共二嘗ツ

テ人正２年ノ頃、免疫ノ際二於ケル廓内組織ノ

嫡原告ごこ對りレ抵抗カノ憂化二開犬ル賓験的研

究二従事セシ常時､つ各種ノ異種細菌ハ恐)ク一

定ノ病原菌二對りレ全生廓ノ抵抗力千夫々異ナ

レル影響ヅ爽フルモノナラン1ヽノ想像ヲ･抱クユ

充分ナル根條り得、爾来引キ柏キ共同研究者(賀

-J- (2)UJ)(})(5)、有禰(6バ7)り)、大林112ﾌﾟ141、刀加Jﾆﾄﾞ目ｊ51

吉｀JP9）Ｍ、奥谷!(･ llilK)I7i、龍139 j¨リノ協カニョリ

生胎ノ抵抗カユ及ボ人各種異種細菌ノ影響二就

ﾗｰ系統的二賓験的研究ヲ遂行セリ。今其成績ヲ

總括’ヽレバ第１表ノ如シ。

抵抗力検査ノ賓験二際シ、前處置二用ピクル異

種細菌ハ｡｡･､べ｀テ死菌ニシヘ恰モ通常ノ免疫ノ

際二於ケルガ如ク、数日ノ間隔リ･置キテ３同皮

下注射シ、抵抗力検査ノ方法トシテハ、多クハ

最後ノ注射後10日目ニ、病原菌ラ静脈内叉ハ腹

腔内二注入シフ･致死的傅染ラ起･､カ、叉ハ「トキ

シン」ノ致死量テ静脈内叉ハ皮下二注射シテ、注

射後死二至ルーデノ時間サ比較観察セリ。其際

注射量ハ、結核菌ノ場合ヲ･除ク外ハ、對照動物

リーシテ注射後約20―24時間位二発死セシムル

量ヲ･選べ｀リ。而シテ各賓験二常リテハ表二記載

セル如ク、多数ノ動物ラ用ヒ、以テ個性ノ差異

ニ

　

ヨ

　

ノレ誤サ避ケタリ。尚盲験動物トシテノヽ「モ

ルーモヅド叉ハ家兎サ川ｔ、「マウソ、」ハ之サ使用
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第１表

　

生般ノ抵抗カユ及ボス異種細菌ノ影響

前虚脱で免疫）ニ用！　　　　　　　　抵抗カタ検査二用tiタル病原菌叉7｀「トキジグ」タ種類

ヒタノ!/異種細菌ノ

種類
「ヂフテリー!肺炎球菌「チフ」ｽ」菌

こﾆﾗぷ?はW?

　トキシy」　，　　ぐ生菌）　　（生菌）　　菌（j4と苗ﾌﾞﾌ（生諾）

　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

大腸菌

(生菌j〉
j?lj剔す結核菌
へ‰／（生白

淋　　　　　　菌｜十十十(十ﾀ ＋ 士　　ｉ　=!=　，一　：　土　ｌ　一　　十十十

連鎖状球菌 十　　１　　－ 十
一

- -　　　-

百　日　咳　菌 ＋＋＋ ＋＋ 十
一

十
一

十
一

＋ ＋＋＋ｊ

赤　　痢　　菌

　　　-－「こZ　　レ　ラ」菌

- ＋ ＋ ＋　　　　－　　　　－ ＋

㎜ ＋ ＋＋ ＋＋ 十　　　　± 十　　　　　－
－

｢ペ　ス　トノ｣荷
　-一匹　腸　　菌

- ＋ ＋＋＋ ＋＋ ｉ　　＋ ±　｜　十十
－

　　十

　　－ 十
一

＋ ＋ ＋＋＋ ＋　　；

「肖ラ千フヌJA菌 - 十
一 ＋＋ ＋＋＋ 十

一
＋ ＋ ＋

「パラチフ,スＪＢ菌 十
一

＋＋ 十　ゝ
-

＋
十　‘　　+
∽　　　｜

　「チ　゛’7　ス」菌
-－一一－一一
「ｆｙ‾勺レ２．ｙザ」菌

- - ＋＋＋ 十十　｜十十十 ＋＋＋

十

四
十
一

十
一

±　ｉ　一　　十　　　－

脹介髄膜炎菌 十
一 - 十　１　＋

－
＋ ＋

葡萄状球菌 十
一 - - -

｜　‾　　１

緑　　膿　　菌 ＋ ＋＋＋ 十
一

十　！　＋ ＋＋ 一　｜

肺　炎　球　菌 十
一

-＋＋

十十十(十) ＋
－

＋ ＋＋　　－

鐙　　形　　苗
--̃-
ﾉぐ　ｙ　ヮ゛氏菌

＋ 十
一

－　！　十十 ＋＋＋ ＋＋ --

十
一

＋ ＋ 十　　　　十

　　　｜　　　＝
＋ ＋ ＋＋

「カ　セ｀‘　イ　　ｙ」 士(十) 一(土) 十十　　丿　士　　　十 十
一 士　１　－

清　　　　　　血 ＋＋ 十－
＋＋ 十

一
十
一

十
一 士　　ｉ　　士

貰騒動物ノ
種　煩　及　敏

梅桃165　　　　　　　海桃675

家兎128　　家兎202 1
mm 484

家兎203家兎157
海狸421殯狸1333
　　　呆兎203

(注意) 十十十著ンク看強、十十培強、十梢；看強、一一一著シク減弱、

　

一一減弱、―梢ζ減弱、±大差ナシ。

^r-≫^'リキ。コレトウノ｣・ヽ其醵小－シテ経験上

　　

第１衣中ノ主要ナル部分ハJ丈復賓験ラ行ヒテ、

一定セル成徊ヤ得難ク、此種ノ賓験ニハ不適常

　　

其成績ヲ確定シタルモノナリ(吉井白町。

　

之々

ナ。'l・ヲ｀知リタルガ故ナリ。

　　　　　　　　　　　　

要スルニ、一定ノ病原菌叉ハ｢トキシッ｣ニ對ッヽ

第１表二於刊尹

　　　　　

ﾉﾚ生態ノ抵抗カハ、或ル特殊ノ異種細菌ニテ處

以テ動物ヲ･處置Tノ、ﾉﾚ時ハ、異種細菌ノ種類ニヨ

　　

置ソヽル場合ニノミ増進一リレモノヽニーシテ、斯ル抵

リテ夫々ノ病原菌二對'､ル生胆ノ抵抗カユ動揺

　　

抗力増進ノ系統ハ従来ノ文献二見デル所ナリ。

ヲ'来フヽテ知ル。而シテ或ル種ノ異種細菌ヲ･以テ

　　

而シテ是等ノ場合二於ケル抵抗力噌進ノ期間

處置７ヽル時八一定ノ病原菌二對スル生態ノ抵抗

　　

ハ、何レノ場合二於ｆモ最後ノ注射後10日乃

カハ著シク噌弼スルモ、之二反シう一或ル種ノ異

　　

至14日頃二最モ著明ニシテ、５日目頃ユハ僅力

種細菌ニテ處置ソ、ル時ハ抵抗カハ却ツｆ減弱

　　

二噌進ノ傾向尹示ソ、カ或ハ既二相常著明ナル増

シ、叉他ノ異種細菌ニテ處置ソ、ル時ハ抵抗力－

　　

進テ示シ、叉20日頃二至レバ抵抗力・ヽ再ビ正

撥化ヲ･来サズ。勿論同種菌ニテモ菌株ノ異ナル

　　

常ノ状態こ復丿リレカ叉ハ尚多少ノ耐進レ認ム。

ニ従ヒテ賓験成祐二多少ノ憂動ヲ来ス事アル､ハ

　　

倚何レノ場合ニアリテモ、抵抗力噌進作用アル

考へ得うルヽ事ニシテ、殊二肺炎球菌ノ如キハ

　　

ニ種ノ異種細菌サ同時二用フル時ノヽ、其何レカ

往々菌株ニョリテカ･ナリ差異テ示セリ。サレド

　　

ノ一種ヲ以テ處置セル際ヨリモ一層抵抗力噌進
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作用ノ著明ナル事ヲ･経験セリ。而シテ結核菌ノ

致死的傅染二對'リレ生膿ノ抵抗力・ハ、第１表二

示シタルガ如ク、各種ノ異種細菌中、淋菌叉ハ

｢チフノ､｣菌づり

､=こアリテハ大型菌サ用ヒ、家兎ニアリテノヽ大型

拉二牛型ノ雨者二對ソ、ﾉﾚ抵抗カヲ･検シ、常二同

一ノ成績り得タリ（龍皿酒。「モルモづト」ノ賞

験ニアリやハ、最後ノ免疫後10日目一人型菌

シ、同時二此雨者ヲ以テ處置ソ、ル時へ其各カ

　　

リ膿重100 g －ツキ１．０ｍｇノ割合一静脈内ニ

ー順IDサ用ピクル際ヨリモ狗一層増進フ、ﾉﾚ事ラ

　　

注射ノ、ル時ハ、「チフス」菌十淋菌ニテ前處置セ

確定シ得タリ（龍I爽賜。結核菌二對ソ、ル抵抗力

　　

ルモノハ平均23.5日間生存シ、對照動物ハ平

ノ賓験ハ『モルモ』ヽ」1333疋及ビ家兎203疋二

　　

均17日ユシテ艶レ、其間常二著明ナル差異サ

就テ反復施行シタルモノこーシテ、「モルモ､、ト」

　

認ノタリ。今一賓験例テ示セバ第２表ノ如シ。

　　　　　　　　　　　　　

第２表結核菌傅染二對ク､ﾉl/抵抗力賓験例
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備

　

考:一＝生存;

　

十＝死亡

是等ノ場合二於ケル抵抗力噌進ノ原因二就テ

　　

素排出量テ測定比較りレニ、抵抗力増進作用ア

ハ、(:り百日咳菌叉べ林菌ニテ處置セル動物ハ、

　

ル異種細菌サ以テ處置セル動物ニアリテハ對照

｢ヂフタリー1ヽ4・シこご｣ニ對人ル抵抗カノ増進々

　　

動物４ヒシ窒素排出量斟ナ々事賞債谷憐哭6))

示セドモ、其血液中こ．ノゝ抗毒素ノ噌加ザ謐明シ

　　

ョリ見･･．ニ、異種細菌前處置後二於ケル抵抗丿力

得ズ(賀古(2)(3)jバ２ｊ其他ノ場合二於テハ、少ナ　　ノ動懲・ヽ、血液中二於ケル免疫堕叉ハ抗醵ノ消

ク共異種細菌免疫後二於ケル血液中ノ正常凝集

　　

長二開スルモノニ非ズシテ、恐ラク細織ノ細胞

價ノ動懲吋

ナク(龍叫第３表參照)、加之(３)病原菌｢ワク

　　

ｙデルタ得ズ．換言フヽレバ、或ル種ノ異種細菌

チン｣叉ハ｢トキシン｣注射後二於ケル尿中總窒

　　

り非経口的二廳用ソ、ル時ハ、醗組織ノ細胞ハ夫



第４琥】額田・龍・木忖・大場＝賓験的家兎結核ノ経過特二解剖的所見二及九ス微量ノ特殊異種細菌ノ杉響365

ニョリテ一定ノ受調(叉ハ噫質)テ来シ、其篤一

或ル病原菌二對シテハ抵抗カノ増強テ示フ、モ、

他ノ病原菌二對･いレ抵抗カハ噌進セデルカ或・ヽ

却ツテ減弱∇'ヽルモフト解七万ヽ。

第３表
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(第二)我熱二開スル賓験

　

次二額田及ビ共同研

　　

今二於テモ、抵抗力噌進作用ア

　

フレ･異障糾菌ノ徴

究者ハ、細菌性毅熱二對ソヽり計量ノ異種細菌ノ

　　

::０ソレ白八八鍵熱大

影響二就テ系統的検索テ行ヘリ。印チ前記ノ抵

　　

該肩原菌ニョル毅熱ヲ･下降、叉・ヽ抑制フ、ル作用
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微量ノ各種異種細菌ノ影響り検査シタルニ、或

大腸菌、肺炎球菌、連鎖状球菌、志賀菌叉・ヽ｢パ
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ル影響テ家兎二就テ検査セリ。然ルニ何レノ場
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第４表中、登熱抑制叉・ヽ解熱作用アルモノ・ヽ、

第１表ノ抵抗力噌進作用アル異種細菌一一致

シ、助長作用アルモノハ抵抗力減弱作用アルモ

ノニ‾致７ヽ．但シ「イ゜フルエしず」菌、百日咳

菌雄二淋菌ニヨ

　

ノレ貨熱二就ｊ･ハ、抵抗カノ開係

不明ナ’ぺ゛以テ、種．々ナ･１異種細菌二就ラ検査
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セシ成伺戸掲ゲタルモノナリ、、

尚「チフフ､」菌、肺炎球菌、連鎖状球菌叉ハ大腸

菌「ワクチン」注射時二於ケル尿中總窒素排出量

刊則定比悛7､几｡

　

ニ、人々ノ病原菌ニ

　

ョ

　

ル特芦レ

抑制叉ハ下降フ｡ﾀﾚ作用アル異種細菌ノ微量ニテ

處置フ、ル時・ヽ、他ノ場俘二比シテ尿中窒素排出

量ノ僅少ナ･1･事利息ノタリ（有朧2り、大槻士染

百八

　

此事胃ハ、微量ノ特殊異種細菌こヨル貪

熱抑制叉ハ解熱作用ノ原囚ハ、防細胞其モノユ

作用シテ其憂調り来シ、以テ病原菌二對ノ､ﾉﾚ

抵抗力せ噌弼セシムル結果ナリトノ見解二一致

ぐ第三･結核二開スル賓験

　

前記セシガ如ク、

定ノ病原菌二對ソ､･し生防ノ抵抗力-り曾進セシム

ル作用アル異種細石ノ微量・ヽ、常該病原菌ニョ

ル良熱煙下降叉ハ抑制ソヽル作用アルヲ･知リタ?レ

ヲ･以テ、更二進ンデ結核菌ノ致死的傅染二對人

ル生膿ノ抵抗力丿噌進いし作用アル異種細菌ノ

微量ハ、結核菌ニョル登熱二對シラ果シテ如何

ナル影響サ典フルヤフ知ｊントシ、尚其際胎温

ノミづL･プラス、其他ノ一般的維過二對シテモ

如何ナル影響犬y及ボノ､ヤリ･知ラントシテ賓験ラ

行ヘリ。 4.ぐ酉験ハ額田ノ指導ノ下二龍之刊ﾆiヘ

リ（龍町1勺。

　

賓験動物1ヽシテハ、主1ヽシテ家兎

一回帽日シ、一部ハ≒ルモバヽ）ニ就テモ之づ一行

ヘリ。

家兎二就テノ各賓験列ニアリづハヽ、防重2 kg

内外ノ白色雄性ノごこノう･選ビ、憬ノ壽力著シク

弼キ人型祐核菌(Frankfurt株、牛菌）ノ大量

（親重1kgニツキ多いヽ5--7mg、時1ヽシテ

ハlOmg-しり卵膜内二注射セリ。然ル時ハ長期間

ノ観察二適常ナル恰ぼ播種性結核ヲ･各動物二略

平等二惹起セシバ尋べ‘ク、其際病受ハ肺二於テ

最モ著明ナリ。次デ「アレルギーヤノ良生二充分

ナル期間ラ待チ、印チ６迦乃至２ヶ月後二至リ

テ生キ残リタル動物リ2 ― 3 ― 4群二分チ、其

中ノ１群リ･バ抵抗力噌進作用アル特殊異種細菌

ノ微郊ノ以テ處置シ、他ノ１群・ヽ對照動物トシ

テ其値トナシ、尚或ル胃験列ニアリテハ他ノ１

群犬･他ノ異種細菌、或ハ血清叉ハ｢カゼ≒1ン｣牙

以テ處置シツヽ、其経過-こりー９ヶ月二亙リテ

比較観察セリ。而シテ観察期間中ハ、毎日３同、

農温列則定シ、且毎迦１同農重子、１ヶ月ニ１

同赤血球沈降速皮ヲJII｣定七リ。

特殊異種細菌1ヽシテハ｢チフ勺菌十淋菌(死菌)

列吏川セリ。コレ既二述ベタルガ如ク、結核菌

ノ致死的傅染二對ソ、ル生膿ノ抵抗力検査二際

シ、各種ノ異種細菌中、淋菌及ビ｢チフス｣菌が

抵抗カサ噌進セシムル作用彊ク、此雨者サ併用

ノ､ル時ハ噌弼作用最モ弼キ事予知リタルガ故ナ

リ(龍!3り勺。

但シ賓験二常リテハ、抵抗力検査ノ賓験二際シ

テ結核菌傅染二對ペル牛膿ノ抵抗力升

ムル作用アル事千囁

ハ勿論ナリ。而シテ53でニ１時間加熱殺菌シ

タル｢チフ勺菌1/12mg及ビ淋菌V-,nig・サ0．5ヽ

％石炭酸加生理的比塑水１ ccm 中二含有セシノ･

タルモノグ原液1ヽナシ、之テ適宜二稀憚シテ使

用セリ。用量ハ常二各動物二就テ膿温曲線、膿

重ノ噌減及ビ其他ノ一般状態ヲ慎重二考慮シツ

ツ、常二反慮(主トシテ碓熱り起サヂル程ノ微

量？用ヒル事り原則トセリ。而シテ賞際上二於

テハ、一同量原液0．0000001 －0。02ccmニ相常

ソヽル吊り･毎迦１同皮下注射セリ。

今得タ～成績ノ大要月

ハ最初ハ何レノ家兎ニアリテモ略ｌ同様ナル微

熱･･示セドモ、或ル時期こ至レバ治療群卜對照

群トノ間－ハ著シキ差異り示ﾉヽニ至レリ。剖]チ

治療群ご７,アリテハ毎回ノ注射後ニハ殆ン円

ベキ影響Ｊ･示サヂレドモ、微量ノ特殊異種細菌

ノ注射ソ幾同力反復ﾉ、ル中二漸次二下降シ来リ

テ、例外ナク早晩(多クハ12―20 [Blv主射後頃ヨ

り正常ト十リ、且特有ナ～所見;ヽシテ１日中

二於ケ叫雷温ノ動懲著シク減少ソ、。斯ル時期二

至レバ、僣重ハ對照動物二比シ盆々噌加ノ傾向

才示シ、赤血球沈降速度モ亦漸次二再ビ緩徐ト

ナルカ叉ハ對照動物ノ夫ヨリモ一般二緩徐トナ

リ、一般状態ハ著シク良好二向フ。斯クシテ對
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照動物ハ死ソ､ルモ、治療群ハ大多数死セズ。「モ

･･･モいヽ」ノ血行性結核ニアリテモ、治療群八一

般二對照群二於ケルヨリモ長時日開十存セリ。

上記ノ動物賓験ハ昭和６年12月ヨリ同10年８

月べ’デノ間二行ヒ、家兎二就テノ盲験ハ前後７

同丿モルモ→」ニ就テノ宣験ハ３回こヤリえ復シ

タ’常二同様大ル成ジレ得タリ。其詳細ナル記鎌

^＼ 各賓験列二於ケル庖動物ノ幄温曲線ト共

既二東京回學肘鎚誌I帽

zur

　

Klinik der　Taberkuloseダニ報告シタレ

バ、茲ニハ唯大要ノミヶ｡゛摘記･､ベシ。

Å

　

家兎二就テノ資験

第１資験列

　

ii;^和６年12月ざ)日宗兎16 ･レし12日

間培養ノ結核菌(……･i‘??yT収1kg－ツキ5nlμ･り静脈内注

射。約２ヶ月除ノ後(７年3J卜1日)ニ牛町家兎10止

ヲ２群二分二１群ニハ｢チつ　フ、｣函十淋計C原液0.001

－0.0りヲ毎週１回皮下江射。注射回徴計７回。↓月

17日官験中止。成績:本賞験列ニフリテヘ治療間間

短ヤワ僅カニ訪日ナリシ･モ、治療群1ヽ對照群1ヽノ問

ニハ既二相次二万明ナル心界ヲ認メタリ。卸チ胎温ハ、

スペテノ治療動物ニアリテ｡ハ漸次二下降シ、約６回目

1886 9，後ニ2150 g; 對照群ニアリテハ最初1892g,後

ニハ20郭μ)，赤血球沈降速度モが一般二冶療群ニア

リテハ對照群二比ン緩徐1ヽナレリヤト均匝:治療群ニ

)リテハ最初7.4mm,後ニハ13.6mm:對照群ニアリ

テハ最初7 .2mm,後ニハ28.0mm八

第２賓験列:昭和７年10月17日家兎25疋ニＳ週間

培森り討ヽがj(･置重1kμニツキ10mμ)ヲ静脈内江射。

６週後11月7狛日)ユ生存ｙ兎16価ヲ２群二分チ，

１群ニ｢チフ勺両十淋菌

　

原液0.00001－0.00り3，ヲ

毎週１回暖下注射にtﾐ射回倣計17岡。お年:八月27日

賞験胚1レ成績:雛温,ハ，治療群ニアリテハ極メテ徐

々ニ下降ン，約15同よ射後ノ頃ヨリ１日中二於ケノl／

動作著シク減少セ肌着重ハ，治療群ニアりｆハー般

二漸やぱ㈲セジモ，對照群ニアリラハ之ﾆこ反シ'テ署ジ

ク減少セり･下均慾重:治療肪ニアリｆハ最初2010μ，

後ニハ2?57μ;舅照雌ニアリテ・ヽムド肩t:らか，後ニハ

1716g)。赤血球沈降速度ハ，冶療群ニ・リラ丿ヽ一般二

後ニハ對照徘二於ケノl／ヨリモ逢カニ緩徐1ヽナレリ(平

均値:治療群ニアリテー最初ハ:4.２ｍｍ，後ニハ11.０

ｍｍ:對照群ニアリテハ最初ハ3.3mm,後ニハ44.６

ｍｍﾉ。生存期間:治療群ニアリテハ百験終了日で結核

菌注射後５ヶ月影卜¬二６屯生存シ'，２疋死シタノt／ノｉ

ノ汪射頃９リ１日中ノ動捗減少セリ。若重ノ｀ゝ-一一一般二培

　　

ナレドモ、對照動物ハ共問ニ６七死シ、僅カニ2/ﾋL2生

㈲刈頃向ヲ示ン(平均憩重:治療群ニアリテハ最初

　　

存セノl／ノミ。
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第３賓験列

　

昭和７年12月18日家兎20疋ニ56日

間培養ノ結核菌(僣重1kgニツキ5 rag)ヲ静脈内注

射。約２ヶ月後(８年２月24日)ニ生存家兎12疋ヲ２

群二分チ、１群ニ｢チフクヽ｣菌十淋菌(原液0.001－

0．003)ヲ毎週１同皮下注射。注射同敷計28回。８年

９月７日賓験終了。成績:僣温へ治療群ニアリテ｡ハ

漸次二下降ジテ約17同目ノ注射頃ヨリ正常1ヽナリ、

且１日中ノ動揺著ンク減少セリ。憩重ハ、治療群ニア

リテハ對照群二比シテ著シク壇加シ、叉赤血球沈降速

度ハ、治療群ニアリテハ：冷シ≒ｸ緩徐トナレリ。生存期

期:治療家兎６疋べ回験終了日(結核菌注射後９ヶ月)

ニ全部生存セシ'モ、對照群ハ其同ニ４疋叱シ、唯２疋

生存セソノ乱今成績ヲ表示スノ･/時ハ第５夫ノ如ジ。

第４賓験列

　

昭和８年２月13日家兎20疋ニ42日間

培養ノ結核菌（僣重1kgニツキ7mg)ヲ静脈内注射。

２ヶ月後（４月14日）ニ生存家兎10疋ヲ２群二分チ、

１群ニ「チフフ､」菌十淋菌（原液0.000001－0．00001）

ヲ毎週１同皮下注射。注射同数計27同。10月15日

賓験終了。成績：僣温へ治療群ニアリテハ漸次二下

降ン、約20―22 fB]注射後ヨリ正常1ヽナリ、髄重ハ治

療群ニアリｆハ對照群二比ジ漸次二著シク壇加セリ。

赤血球沈降速度ハ、治療セシヘ↓疋ノ生存家兎ニアリテ

ハ著シ’ク緩徐トナレリ。生存期間:治療群ニアリテ

ー・ヽ賓験終了日（結核菌注射後８ヶ月）ニ４疋生存シ､唯

１疋死セジノミナレドモ、對照動物ハ５疋共スペテ夫

迄二死ヅタリ。今成績ヲ表示jスlノバ第６表ノ如シ。

第６表

　

第４賞験列成績

ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　赤血球沈降速度

　　j-･-･　　－-ﾛむ　　' ＼[ﾐ同　ｉ　　　　　　　　　｀囚　　I.　　殼　　　　　重　　（ｇ）　　１　　　１時間値（ｍｍ）¦　
永兎番弧　　射斂

，

骸　　限　
，洽　療　前　治　療　後　治　療　前　治　療　後

　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　(13/IV)　　　　　　　C12/Xヽ　　　　　　　r3/IV）　　　　　　　　ぐ3/X）

備　　考

-1菌結
言ニぉ

_.テ家
∧處兎

両置

4-セ

133 12 漸次下降フヘ　　1601)　　　2060 (3/VII)I　　1≪.O　　1　Z3.り(30/v;死(下痢､3/vn

134 27　1
l･　　　　　　1800　　　　2450　　　:　　16.0　　　　4.0　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

生　　存

136 27　，　　，，　　　　　1640　　　2590　　　；　　1 2 . 0

27　　　　　ﾀ’　　　　　　2050　　　　　　2600　　　　　　，　　　　8 . 0

　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

４．５
日

139 ５．５　　　　：　　９●
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琳シ　1　140 27　i　　　，，　　　　　1870　　　　2700　　　1　　12.5　　・　　7.0　　　，　，，
　對　　143

｀昭　　144

　ぷl
　『1・

　家　　149

　　　一一一一一一一一兎　　151

下降セフご，　1690　　　2070ｿ15/VI;　　14.0　　30.0 93り/V )l死(16/VI)

l●　　　　　　2100　　2400 (6/Vn)　　7.0　　D5.0（2/VIlj），，（13/∇n）
‥　　　1430　: 2140 27/vn;　12.0　　35.0( 2/vn) . ('31/vn)
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１．０　　１　１．０　　　　１

１　０　　　　１．０常兎 153

第５賓験列

　

昭和８年９月18日家兎20 、Lニ８週間

培養セジ結核菌(肪TITR l kR ニツキ5mg)ヲ静脈内汁

射。約２ヶ月後(11月24日)ここ生存家兎15疋ヲ３群

二分チ、輿１群ニルｙフノ、｣菌十淋菌(以下T.G. 1ヽ略

記ユ)(原液0.000001－0.00001)ヲ、他｡･1群ニ｡ハ大

腸菌ノ同量ヲ毎週１同皮下注射フ､。Ｔ．Ｇ，注射同撒計

13岡。９年２月16日吉験中¦し成績:聘温ハ、T.G.

治療群ニアリテ川斬次二下降、約10同注射後頃ヨ

　

リ

正常1ヽナリ、且１日中・動住減少センモ、之二反シテ

大腸菌處置群及ビ對照動物ニアリテハ毫モ下降ノ傾

向ヲ示サズ。、聘重ハT.G.治療群ニアリテ●ヽ他ノ群二

比シテー般二著シク壇加セリ(平均僣ｍ： T.G. 治療群

ニアリテハ最初22309,後ニハ2432L-

　

大腸菌處置群

ニアリテハ最初2380g,後2048l-對照群ニアリテハ

最初2222g,後2206g)。赤血球沈降速度モ亦，｢チフ

スダ

(平均値：Ｔ．Ｇ．治療群ニア･･ｆ.ハ最初14.6mm,後ニ

６．・3mm;大腸菌處置群ニアリテハ最初13.6mm,後ニ

。･ヽ23.4mm,對照群ニｙリテハ最初15.8mm,後ニハ

22.8mm i。生存期間：Ｔ．Ｇ．治壊群,ハ賓験終了日(結

核菌注射後５ヶ月)ニ全部生存セジモ，大腸菌處置群

｡ハ４疋死ジ唯１疋生存セジノミーシテ，叉對照群・ヽ夫

迄＝-２疋死ジ３疋生存セリ。e｢｣チ大腸菌處置群ハー般

二對照群ヨリモ寧口早ク死ジタリ。

第６責験列

　

昭和９年６月６日家兎20疋ニ43日問

培養セン結核菌(髄重1kgニツキ5mg)ヲ静鷹内注

射。２ヶ月後(８月９日)ニ生存家兎16疋ヲ３群二分

チ，其１群ニ｡･ヽ｢チフス｣菌十淋菌(Ｔ．Ｇ．原液0．00000
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第７表第６貿験列成績

家兎番披 注同
射斂

憩　　温
僣　　　重（g）

赤血球沈降速度　　ｊ
１時間値('ｍｍ)　　　。　　。．

治　療　前
　(1/VI)

治　療　後
　(30/1)

治　療　前
　(1/VⅢ)

治　療　後　”　゛
　･ﾌﾞ2/IV)

万i 185 37 漸次下降、１日中ノ動捕著

ジク減少ス

2610　　　3150 ７．０ 15.0　　　　生　　存

　'｀　　　jL_ -b '　186

‘ia? ≪.
11 漸次下降ス 2300　　2300(10/X) 10.0 27.0(2/X)事故死(22/Xﾝ

囮ｙ十結

淋核
葛家

二兎

189 37
漸次下降、１
日中ノ動捕著

ジク減少ス

2280　　　2720 15.0 4.0　　　　　生　　俘

190 37 ｙ讐 1740　　　　1　2410 20.0 ５．０
り

肺テ廠　191 11　　下降セズ　　　2330 1700 (24/X; 13.り 42.0 r2/X)　死(24/X/

矣處核
ｄ･ｓゅ･

192 7　　　　　，，　　　　　2120 1900 (19/IX) ７．０ 11.0 (2/IX) ,/25/IX）

笛毀ﾝ　193

ニジ　1　196

７　１　　　日　　　　　　2350 1900(19/IX) ９．０ 20.0(2/lxy ，,(23/lx)｜

14　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　2300 1430 ( 7/XI) 18.0 27.0 C21IL　, ( 8/XI)

憲ﾄ～゛
197 下降セズ　j　　2000 1700(19/IX)，　12.0 25.0･､､2/IX,･　死(､22/lX;

照　' 202
訟
兎i　203

　　，　204

ｉ　　　　　　・゛ 2220 1750 (19/IX) 12.0 19.0(2/IX) ,，(28/IX)
　　　　　　　　　　　j

11　　　　　　2300
1200(21/XI)¦　　15.0 31.0(1/XI) ,，(23/XI)

､，　　　　　　　　　2360 1550 ( 7/XI)　　　8.0 53.0 (1/XI)バ12/XI)

正家j　205

常兎i　206

2300 2730　　　1　　1.5　　i　l .0

2290 2850 １．０ １．０　　　　　１

－0．0001)ヲ毎週１同皮下注射シ(注射同敷計37同)、

他ノ１群ハ肺炎球菌ノ同量ニテ處置ン、第３群ヲ對照

トナフヽ。10年４月20日賓験終了。成績:僣温｡ハT.G.

注射家兎ニアリう・｡ハ漸次二下降ン、且約20同注射後

頃ヨリ１日中ノ動揺盆々減少ス。之二反シ月市炎球菌

處置家兎奴二對照動物ニアリテ・･ヽ賠温ハ下降ノ傾向

ヲ示サズ。僣重･ハT.G.注射家兎ニアリテノゝ-

　

4般二著

シク壇加ジ、赤血球沈降速度モ亦他群二於グルヨリモ

緩徐トナル。生存期間：Ｔ．Ｇ．注射家兎ハ賓験ノ絡リ

(結核菌注射後10ヶ月半)ニ１疋死シ≒タルノｉニテ他

ハ生存セジモ、肺炎球菌處置群雌二對照群ハスペテ死

ン・タリ(第７表參照)。

第７責験列

　

昭和９年９月22日家兎26疋ユ50日間

培養結核菌(栽重1kg

　

ニツキ5mg)ヲ静脈内注射。

２ヶ月後(11月22日)ニ生存家兎16疋ヲ４群二分チ、

１群ニハ｢チフス｣菌十淋菌(Ｔ.Ｇ.原液0.0000001－

0．0001)ヲ毎週１同皮下注射(注射同数計37同)、他ノ

１群ニハ｢カゼヽイｙ｣(３％液0.1―0.4ccm)ヲ、倚他ノ

１群ハ正常馬血清く0.1―0.4ccm〕;･ニテ同様二處置ｼﾀﾞ、

残りノ１群ヲ對照トナセリ。 10年８月７日賓験中止。

成績:僣温へＴ.Ｇ.治療群ニアリう=-ﾊ漸次二下降、

約12―16同注射後頃ヨリ正常トナリ、且１日中ノ動

捕著ジク減少セジモ、他ノ群ニアリテ｡･ヽ下降ノ傾向ヲ

示サズ。髄重｡ハ，Ｔ.Ｇ.治療動物ニアリテ｡・ヽ著ジク考

加セリ(平均鰻重:Ｔ.Ｇ.治療群ニアリテハ最初2297

9,後ニーハ3100g;血清處置群ニアリテハ最初2312g,

後1602g;｢カセヽヽイｙ｣處置群ニアリテ｡ハ最初2312g,

後ニ／ヽ1967g,對照群ニアリｆハ最初226?ｇ，後ニ1597

g(。赤血球沈降速度モ亦，Ｔ．Ｇ．治療群ニアリｆハ漸

次二緩徐トナ1／リ(平均値：Ｔ．Ｇ．治療群ニアリテハ

最初12.0mm,後ニハ8. 5mm;血清處置群ニアリテ,ハ

最初12.5mm,後31.0mm;｢カセヽ‘イｙ｣處置群－アリ

テ｡ハ最初12.5mm後ニ27.０ｍｍ:對照群ニアリテハ

最初11.2mm,後ニハ32.０ｍｍ)。生存期間:

　

Ｔ.Ｇ.治

療群ハ貨験ノ終了日(結核菌注射後10ヶ月半)ニ全部

生存セジモ，血清或／ヽ｢カセヽ'イン勺處置群政二對照動物

゛｀ヌ’｀゛テ夫ヨリモ早期二死セリ。

Ｂ．｢モルモット｣ニ就テノ資験

第８賓験列

　

昭和８年７月11日，｢モルモ丿ヽ｣50疋

ニ53日間培養ノ結核菌(髄重100 g ニッキ0.0001mg)

ヲ静販内注射。60日後二生存セジ36疋ヲ３群二分

瓢

　

１群ニ｢チフ｣ス｣菌十淋菌(Ｔ．Ｇ．原液0.000001－

0．000003)ヲ毎週１同皮下注射(注射同倣計18同)，他

ノ１群ヲ大腸菌ノ同量ニテ同様二處置シ，残りノ１群

ヲ對照トナス。９年１月16日賓験中止。成績:賓験

終了日(結核菌注射後約６ヶ月)ニ. T.G　治療群ハ９
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疋生がジテ３疋死セジノｉナ1ノドモ、之二反シテ大腸

菌治療群一八９疋死ジテ３疋生存ン、叉對照群ハ10疋

死ジテ２疋ノｉ生存セリ。郎チＴ.Ｇ.治療群｡ハー般二

最モ長ク生竹セリ。

第９賓験列

　

昭和10年４月７日｢モルモ丿・｣60疋ニ

48日間培養ノ結核菌(僣重100 g ニツキ0.0001mg)ヲ

静脈内二注射。50日後二生存セシ動物36疋ヲ３群二

分チ、１群ニ｡・ヽ｢チフク､｣菌十淋菌(Ｔ.Ｇ.原液0．000001

－0．000002レヲ毎週１同皮下汁射(注射回戦計10同)、

他ノ１群ヲ肺炎球菌ノ同量ニテ同様二處置ン、残りノ

１群ヲ對照トナセリ。7 )]20日胃験終了。成績:賓

験終了日＼結核菌jﾐ射後約３ヶ月半)ニ、Ｔ．Ｇ．治療群

｡ハ７疋生がジテ５疋死セシモ、肺炎球菌處置群蚊二對

照動物／ヽ全部死セリ。

第10賓験列

　

昭和10年６月２日｢モルモ」ヽ｡50疋

ニ50日間培養ノ結核菌(髄重100 g ニッキ0．00Q0lmg)

ヲ静膜内注射。35日後二生存動物26疋ヲ２群二分チ、

其１群ニi'チフス｣菌十淋菌(Ｔ.Ｇ.原液0.0000001－

0.000001)ヲ毎週１回皮下注射(注射同覧計10同)、他

ノ群ヲ對照トナ｡ス。９月９日胃験中止。成績:胃験終

了日（結核菌注射後約３ヶ月）ニＴ.Ｇ.治療群｡ハ７疋生

存ジテ６疋死ン、之二反ジテ對照群。･ヽ13疋共全部死

セリ。

以上ノ賓験列ニョリテ、「チフス」菌十淋菌（死

菌トノ微量ハ大腸菌、肺炎球菌、血清叉・ヽ「カゼ

イン」卜異ナリ、賓験的結核ノ経過二對シテ著

シク良好ナル影響？典フルコト明カ1ヽナレリ。

而シテ上記ノ賓験列中、第４及ビ第６賓験列ニ

アリテノヽ、試ミニ賓験終了後、各臓器ニツキ頴

微鏡的標本サ作製シテ組織學的検索ナ逡行セシ

ニ、「チフ勺菌十淋菌治療群ト他ノ群1ヽノ間こｰ

ﾉヽ殊二肺ノ所見二於テ頗ル顧著ナル差異飛忍ｊ

タリ。茲二於テ余等ハ更二進ンデ邱

経過、特二其解剖的所見二對ノ、ル「チフ勺菌十

琳菌ノ影響ヲ一層詳細二観察ソ、ル必要アリト認

ノ、本賓験二著手フ、ルニ至レリ。従ツテ木動物

試験ハ第11貨験列二相常スルモノニシテ、賓験

的方面ハ専う額田及ビ龍之ザ政常シ、解剖組織

學的検索ハ木村及ビ大場之尹寂任セリ、、

第二章育験方法

昭和11年10月４日健康家兎60疋ノ右耳殻外

側静脈内二毒力彊キ人型結核菌サ膿重lkgこー

ツキ５ｍｇノ割合二注射セリ。、家兎ダヽ白色雄性

ノ比較的若キ感重1．8 kg－2．3kgノモノラ選

ビ、購入後10日間「ヴリミン」浄含有セル食餌

（豆腐柏、大婁、大參及ビ青キ野菜）ノ一定量（約

200 g ）や朝夕２同二分典シツヽ飼育シタル後、

１日３同宛３日間感温づ則定シ、其翌日赤血球

沈降速度づ則リ、膿温及ビ沈降速皮共二異常ナ

キモノｊ使川セリ。

宣験二用ピクル結核菌ハ、人型菌ニシテ公キュ

龍牡犬11匹ノ行ピクル抵抗カノ検査及ビ賓験的

血行性結核ノ経過二就テノ雨賓験二使川セシ非

常二毒力彊キFrankfurt (F.f.)株テ用ヒタリ。

同菌株リPh 6．8「グリセリンデ４ヨン」こ・５週

間培養シタルモノヲ･滅菌濾紙ニテ水分ラ去リ、

秤量後、滅菌瑞瑞乳鉢二八

　

２時間以上¬リ

テ徐カニ生理的食甕水り加ヘテ稀郡シツヽ町嘩

l＝･研磨シ、時カ塗抹標本尹作りテ粗大菌塊ノナ

キ事ザ確べ最後二生理的食盛水１ ccm 中10

mgノ割合二浮游セシノテ使用セリ。

結核菌注射後２テ月サ経過フ、｡7レ間二発レタル家

兎ハ計21疋ニシフ、其死亡日及･ビ家兎番琥サ

畢グレ八次ノ如シ。

121X(No. 262)、19/X(Ｎ０. 240)、21/X(No. 272)、21/X

(Ｎ０. 276)、22/X(No. 249)、23/X(Ｎ０. 286)、24/X(Ｎ０.

287)、28/X(No.273)、29/X(No. 283)、31/X(No. 263)、

l/XI(No.251)、2/XI(No. 291)、3/XI(Ｎ０. 255)、4/XI

(Ｎ０.260)、4/XI(Ｎｏ． 237)、14/XI(Ｎ０. 258)、23/XI

(Ｎ０. 284)、24/XI(Ｎｏ. 246)、25/XI(Ｎ０. 275)、27/XI

(Ｎ０. 248)、29/XI(No. 274)

結核菌注射後生存セシ家兎－ツキテ､ハ、毎週１

同膿重ヲ測定シ、11月25日ヨリ10日間二亙リ

テ１日３同醇温サ測定シ、尚12月４日赤血球
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【第17巻

沈降速度刊則定セリ。斯クシテ結核菌注

射後ヨリ２ヶ月ケ経タル後、即チ12月

４日二至り尚生キ残りタル家兎39疋ノ

内３疋ｊ「クロロフバレム」ニテ殺シテ剖

検シ、以ラ解剖的所見サ検査セリ。残り

ノ36疋二就テハ鴛温曲線ト暦重ノ噌減

及ビ赤血球沈降速度犬y參考シツツ、略ｌ

同様いL経過サ示セルモノJ 18疋宛ノ

２群二分ｸﾞｰﾘ。而シグ其１群-ｊバ異種細

菌丿以尹處置シ、他ノ１群や對照動物ト

シク其維過（膿温、偕重、赤沈速皮卜･比較

観察シヽノツ、治療開始ヨリ６迦後、12迦

後、18迦後、2;彩冶後及ビ28迦後二解剖

的所兄ノ精査比較七リ。但シ後ぐ（ニ於う｀

述ブルガ如ク、對照動物ハ其間二於テ瀕

死ノ坤い殺シタル外何

タレドモ、治療群中ノ14

ｆ
イ
‘

　

戸
‘

　
　
　
　

Ｕ

し

　
　

！
。
。

ご月以テ、と？殺シテ其解剖的所見バ對照

動物1ヽ比較セリ（第９表參照几

異種細菌1ヽシテハ『チフ勺菌十淋菌り用

ヒタリ。其菌株７y辺キニ龍Jlo』リ2’ノ行

ピクル抵抗力検査ノ宣験二際シ結核菌二

對ソ､ル牛態ノ抵抗力４噌強セシムル作用

アル事サ確定シ、且既二賓験的血行性結

核ノ経過二對シう゛一良好ナル影響侈典フル

コトＪ確ノ’タル菌株ﾘｰ用‘ヒタリ。而シテ

53°ＣＪヽ1時間加熱シ、０．５ガノ割合二石

炭酸リ･加ペダル生理的食盛水１ ccm 中

「チフ勺菌Vi2mg及ビ淋菌1/４ｍｇサ含

有セルモノサ原液1ヽシ刊吏川セリ。此原

液ハ毎月１同新タユ製造ジープ常こ･新鮮ナ

ルモノーリ羽ヒクリ。

治療群ニアリテハ、上記ノ異種細菌原液

侈1000000－100000倍二稀稗シテ毎週１

同右側背部ノ皮下二注射セリ。其用量ヅ

定ム～ニ常リテハ常丿

及ヒヽ｀一般経過サ精細二注意シツヽ、注射

－∃リテ反廳（主lヽシテ登熱）ノ起ラデル

量り用ヒル事４原則トセリ。而シテ若シ
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前同ノ注射ニョリテ反座(膿温上昇ド誘起t=リ

ト思ハルヽ場合ニノヽ減量シ、経過ノ良好ナル場

合ニハ2-3[B]叉ハ５－６同同1い反復注射シ

タル後徐々こ噌加い叫享ドトレリ。今肖際ノ

注射llド畢ク尚バ第８･長ノ如シ。但シ表二掲ゲ

タ･レ数字ハ原液ノ量-こシテ、菌:Iレハ非ズ。

家兎ノ醵温測定ハ、各迦３日間ゾツ１日３同

(午前７時食前、正午｡及ビ午後５時食謝レ悍通

ノ如ク肛門内二於テ之列則定セリ。醍重。･ヽ、毎

迦１同朝食前二測定セリ。叉赤血球沈降速度ハ、

６週叉ハ５週毎ニ１同(異種細菌注射日及ビ其

前日リ･避ク)、朝食前空腹時ニWestergreen氏

法ニョリテ行ヒ、１時間値リ･見タリ。

動物j 12 ' 一ヽ。’｀ノヽベテ｢クロロフ」ルム｣吸入ニ

・レリ。

第三章

　

経

　

過

全動物ノ経過（生存期間、膿温、胎重、拉二赤

血球沈降速度卜y表示･､レバ第９表ノ如シ。長

中Ｉ卜記セル動物群ハ、治療開始ヨリ６迦後、

ｎ卜記セルハ12週後、ｍ卜記セル・ヽ18週後、IV

卜記セルハ23週後、vlヽ記セルーハ28週後こ解

剖的所見うこ吋ﾋ較観察セル動物群ナリ。

第９長二示シタルガ如ク、膿温・ヽ、對照群ニア

リテ・ヽ毅熱持栢シテ下降スル傾向ザ示ノ､こノナ

キモ、 こニ反シ治療群ニアリテハ例外ナク漸次

ニ下降シタ第10乃至19同注射後頃ヨリ．･ヽ平熱

トナリ、加之１日中二於ケル動揺著シク減少セ

リ。次二閃重ハ治療動物－アリテハー一般二噌加

ノ傾向ザ示セドこ、對照群ニアリテハ却ツテ減

少セルモノ多シ。叉赤血球沈降速良一亡、治療群

ト對照群トノ間－ハ頗ル顕著ナル差異刊忍ム。

十存期間二開シテハ治療動物中、自然三死セル

モノハ僅力－４例(No. 261, No. 244, No. 245,

Ｎ０.250･ ノレこシテ、他ノ14例ハ何レそ役シ

タルモノナレドモ、之ユ反シ對照動物ニ

　

Ti'リテ

ハ著シキ呼吸困難サ示シテ死二瀕セル１例(Ｎ０．

239)･殺シタル｡:外、他ノ17例ハ全部自然二死

シタ≒(以Iこ、額田、龍)

第四章

　

解剖的所見

以下記載ノ便宜上治療群テ療群lヽシ、對照群ラ

對群トノ≒上述ノ記載殊二第９表ご一示セル如

ク、療群卜對群ノ動物ハ、生前ノ防温及ビ膿重

ノ受動、其赤血球沈降速度、生存日散等二相違

ニリ

性唆化ノ状態ニモ亦相違アリヤガヤソ比較観察

セデル可ラズ。剖検上特二主lヽン刊心意シタル
７ゝ

結核性吸化ノ全身二於ケル賛現分布状態及

ビ¦莉群ノ比較、肺病受部ノ肉眼的及ビ組織學的

噫化比較等ナリトス。

1．

　

全身諸臓器二於ケル結核性病愛ノ護現分布

状態及ビ其比較

第10表甲乙二示人如クレ雨群合計36疋ノ兎中

病髪貨現頻度ノ大ナル臓器ハ肺ト腎臓デ、夫レ

こ次デ・ヽ章丸（副章丸にy含ム）デアル（肺腎共こ

有35例、無１例、墨丸有20例、無16例)。病鍵程

度ハ､肺最モ僅々畢丸こ二次ギ腎パ

他ノ臓器ノ病帰ハ具現頻度モ僅せモ小デアル。

印チ軽度ノ愛化が肝15例、胸腺２例、甲状腺５

例、腸１例、腸間膜淋巴腺３例、骨髄１例一見

ラレタノミデ、尚ホ心、牌、副腎、嘩等ハ全例

ヽ二定型的結核性愛化テ認ノズ。印チ病噫登現ノ

圭ナ臓器ハ肺こテ、次デ腎、墨丸デアル。然シ腎

ノ愛化ハ良現頻度ノヽ大デ・ヽアルガ脂せハ弱夕、

墨丸ノ愛化ハ僅イ者モアツタが、動物ノ死因ト

シテ最モ重要覗ソ､可キハ肺ノ帰化デアル。

尚小雨群二於ケル全身病号分布ノ比較ハ、肺分

化ハ雨群共大多倣こ認ｙうレテ居ヽが、其病憂

ノ廣狭彊弱トヽ第11表二示人如々相違ガアル。

腎ハ對群ノがが僅二帰化が僅夕、墨Jレヽ療群ノ
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第10表（甲）各臓器二於ヶﾉﾚ結核性墾化螢現程度概括表（肉眼的）

賓
験
群

治始敷
療後
開日

６ 週 後

- - - 一 一 心 ― - - φ Γ ● -

1 2 週 後

18週後

23週後

28週後

一 一 －

－ － 一 一 一 一

兎
番
琥

247
-
261
-
285
⇔｡
259
-
269

288

2沿

一一証

心

　

臓

-

-

-

-

-

"

一

一

一

一一

一

-

-

270 －

236! －

2討

"を●
245

266

279

-
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-
250

-
271

-
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一一一
2嚇

岫

295

一

一

一

一

一

一

一

-

一

一

-

-

-

一
一

-

-

㎜

一一一
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－
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右
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一一十
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一
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-
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-
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-
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-

-

-

（註）此病愛程度ノ標準.ハ主トンテ病竃ノ数及ビ廣狭ヲ基礎トシ≒タルモノナリ

擾化が僅力Ｊ゛弼イカト思７ｏル程度デアルガ、

先ヅ何1”ﾆ゛大ナ゛相違。'ヽ無イト云フテ良イ。結

局雨群ノ病愛ノ相違ハ主1ヽシテ肺二認ｙラレ

２。

　

肺病麦郵ノ大小廣狭比較

lこ述ノ如ク、雨群盲験動物ノ解剖所見ハ肺1腎、

墨丸二主トシｆ病宛が見ラレタガ、動物ノ死因

　

トシテ重要覗セうレル曝化ハ肺ノ結核性宛化デ
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第10表ﾀﾞ乙）各臓器二於ケノl/結核性樋化晋現程度概括表（組織學的）

賓
験群

治始撒１　刄
療後　　　兎

間日　　　隻
　　　　　彼

心

臓

肺　肺

,臓　臓

肝

臓

削ｗ

臓　臓

甲

状
腺

副

腎

胸

腺

腸丿廻淋ｇ
間辿巴!”

生殖腺

膜¦]万引廉九が爽

腺　411S[11.　　　　i　　　　ﾚY'

　Ｈ６週後

治‾‾‾‾

　12週後

247 (十) 刊づ－ ＋ 十十　－・＋・－ 一汁 - -，+　併

261　ぐ 十十ﾌﾞ十十）＋ ＋　－ 一汁 - - - -・一．一

285 一ｉ併｜一
　１　　　，

十
一
十十　－ - - 〃 - - 一　一一一

259 一I･冊｜一 - ＋．－ ＋ －ト - - -　.　4冊 十十

269 一　併 －１土 十　－１－ - - - - 一　- -

1　288 一　併 - - 升　－ - - - - ぐご併 十
一

　　18週後

療＼

　23週後

　ｉ

劃ド

　.28週後

253

257

一　併 ㎜ - ＋｜－ ＋ - - (土) - －ｊ併 十十

一　冊 - - 十　－！－
　Ｉ　　　「

〃 ㎜ - - 一　- -

270 －；冊 〃 - 十十 - - - - (十) 〃 －ｉ冊 併

236 -，+ - - 十十 ㎜ - - - - - 一　一 併

2↓1 ㎜ ＋ -　- +い－ 〃 〃 - - 〃 一　冊 併

245 一ｌ＋ - - +，- 　-●
- - - -

〃

一　冊 併

266 －１十 四 - 升　－ ＋ - 一

一

- 一　冊 併

279 - ＋ - 一 ＋ｉ－ - -

-

＋ - (升y一 -

281　1 － 升 - 十
一
十十Ｉ- - - - - 一　冊 桐･

250 - 十十 - 〃 升　－ - - - - 四 一　冊 併

271 - - - 四 一一一 - - - - 四 -　- -

278 －！十十
四 十

一
十十　－ 四

- 　　　　ｌ=　ｌ　‾ - - - 四

對

照

群

６週後

239 ぐ土ﾌ 冊 - ＋ 十十 - - - - (升ｸ - - －１‾

256 - 冊 四
＋ 十十 - - - - - - - - -

265 〃 併 四
十

四
十十 四 - - -

ｊ - - - 十十

295 - 併 - 十
－ 併 - - - 一

一一
四

- - - 四 四

12週後

238 - 併 - - ＋ - - - - - ＋ 冊 併

242
四 併 - 十

－
＋ - - - (併) - - - 四 -

292 - 併 - 十
一

十
一
- - - ＋ - - (十) - 四

18週後

241 - 冊 - 十

四
十十 - - ㎜ - (十) - (十) 十十 十一

252 - 十十 - - ＋ - - - - (十) - - 冊 併

264 - 冊 - 一 ＋ - - - - 四 ㎜ 〃 十十 桐･

267 - 併 四
十

四
升 - - - 十十 - - - - -

268 - 冊 - 十
一
十十 - - - - - - - 冊 桐･

280 - ＋ - - ＋ 〃 - - - (升) - - 冊 十十

282 - 冊 - 四 ＋ - - 〃 四 十
一
- - - 皿

290
四 冊 - - ＋ - - - - ＋ - - 冊 併

293 - 冊 - - ＋ - - 四 - (士) ＋ - 冊 十十

23週後

277 (十十) 冊 - - 十
一
- - - - (土) - - - -

294 - 冊 - 四 升 - 十十 - - (桐･) - 〃 - -

　　　　

ぐ註）括弧内。･ヽ大旱核圓形細胞ノ限局性集族ヲ表ン且ツ肉眼的ニ・ヽ鐙化不明ナリシモノナリ

７リ、叉他臓器ノ所見’ヽ雨群間こ大差が無イノ

　　

13表ノ肉眼所見部Ｊや通覧セうルヽが判り易ク、

デアルカラ、吾々ハ先ヅ肺ノ宛化サ肉眼的及ビ

　　

尚ホ一暦雨群ノ肺撥化ノ差異サ示ヤハ寫異国叉

組織學的二比較観察シタ。

　　　　　　　　　　　

・ヽ官物標木ヲ･見ル事デアヽ。何レニシう・モ雨群

然シ此ノ表月已述４更二簡翠化シｙ
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治療開始
後日徽

６週後

１

‐

第11表

　

肺臓ノ肉眼的所見

治

療

群

‐

‐

―

‐

に兎香披 左右肺
ノ重量

左　　右　　肺　　ノ　　肉　　眼　　的　　所　　見

　　　 2 4 7

' ‾ ‾ ‾ ‾ 〃 ﾐ 　 ●

　 　 　 2 6 1

10.7
削剥共正常大柔軟含気性、表面各薬共散在性桶メテ微細ナノl/結節ヲ認メ
殊二両側下葉ニテハ中等度密集セル状ヲ呈ス。割面、一般二含気性ニテ

所々ニ微細粟粒結節ヲ認ム。

12.5
両側共含気性淡紅色血量少ジ、表面二散在性極小ナノl/結核結節蚊二其2、
3ノ集合セノl/ヲ散見スノl/卜共二割面モ亦結核結節ノ単晋叉ハ其集合セノl/
ヲ散見ス。

285 27.9
両側共正常大柔軟滑深、一般二微細茨白色結節ノ散晋アリ殊二下葉二密
晋jｽ、而ジテ其周回資質ハ暗赤色ヲ呈ス。創面、結節散登ジ其中心帚黄
色乾酪慢性ヲ呈ｸ,ﾉ1/者多ク、病慢郡以外/ヽ淡紅色含気性ナリ。

259 39.0
両側共表面凹凸不予ナリ、粟粒大結節及其融合二依ﾉl/友白色不正形膨隆
セノl/者大部分ヲ占メ、其中心ハ所々黄色ヲ呈ス｡含気性ノ部分,ﾊ淡紅色軽
ク陥浸ス。割面ニテモ大小種々ノ友白結節乃至其不正形融合状ヲ認ム。

269 23.3
両側共容積棺４小、含気性ナノl/資質ノ所々ニ粟粒大半透明乃至茨白黄色
ノ斑勁散晋シ僅二両側下葉下線二於テ粗大ナル撒個ノ膨隆硬固ナル部分
ヲ認ム｡割腹モ亦含気性ナル部分二散費ジ境界鋭利ナノl/粟粒結節ヲ認ム。

288 38.3
両側共表面薇細凹凸不平、仝薬至ル所、粟粒大裁白結節ヲ認メ何ﾚ･モ限
界鋭利ニテ乾酪化著シカラズ。病縫部以外ノ資質ハ含気性ナリ。割面含
載性資質二潮蔓性粟粒大結節ヲ認ム。

253 15.5

削剥共退縮耽、表面滑深淡紅色合気性、所々ニ粟粒大乃至米粒大半透
明結核結節ヲ認メ殊二下葉二著明ナリ但シ乾酪化著シカラズ。割面モ亦

含気性ナノl/資質ノ所々ニ小ナノ1/結節ヲ散見ス。

257 27.5

正常大、表面滑深、柔軟含気性、表面粟粒大乃至其密費セル半透明結核
結節ヲ多敷認メ、割面モ亦含気性資質ノ所々ニ粟粒大乃至其集合セル結

節ヲ認ム、但シ乾酪化著ジカラズ。

270 48.5
両側共著明膨隆ジ狭キ淡紅色含気性ノ部ヲ介ジ地圖耽不正形二膨隆シ友
白色資質性硬度壇加ス、ソノ膨隆セル所々ニ黄色乾酪化ノ部分ヲ認ム。
創面不TE形稽ぐ資質性ノ部分大半ヲ占メソノ間二僅少ノ含気性部ヲ見ル

236 25.0
両側共正常大、柔軟含気性、各葉二軽度教官性殊二下草下締二集合性二
微細半透明ノ結節乃至帚黄色乾酪化セル粗大味罵ナル結節ヲ認ム。割面
含気性血量多ガラス軽度散在セノl/結節７認ム。

２↓↓ 11.5
両側共容積著ンク小談紅色合気性表面滑深桶メテ軽度二粟粒友乃至氷柱
大友白乃至半透明ノ結節散在ス。創面合気性盲質ノ所々ニ乾酪化著シカ
ラザル結節ノ散見ヲ認ム。

245 19.5
両側共IIﾐ常大滑深宮気性淡紅色、両側下葉下線共粟粒大乃至其集合二依
ル不正形乾酪化セノl/結節ノ限局性集合ヲ認ムノリトハー般二轜度半透明ノ
粟粒大斑監ヲ認ム。割面叉一般二宮気性ナル部二粟粒結節ヲ認ム。

266 　18.5

一一一一一一一

　25.5

両側共一般二淡紅色合気性柔軟。冬菜共軽度粟粒大半透明結核結節ノ散
見ヲ見ﾉﾚ。割面ニテモ合気性ﾘｰﾉl/賓貫ノ所々ニ粟粒結節ヲ散見入、

279

両側共正常大、柔軟膏気性所々微細半透明結節ヲ中等度二認ム、尚下葉

下級二於ｆ米粒大乃至も正形大豆大ノ乾酪部ヲ認八割面モ亦膏気性資

質ノ所々ニ中等度結節ノ晋現ヲ見ﾉl/。

〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　-皿〃一心　　　　　ｗ　　　　　　　‾‾　　---一一　　　　四-

両側共暗赤柔軟膏気性ノ部多ｼこ冬菜共散在性二茨白色結節ヲ認ムルト

共二下薬味二下線二於テ粟粒大乃￥大豆大ノ乾酪部ヲ認ム。割面膏気性

ノ所々ニ斑艶歌結節ヲ認ム。

281 42.5

21､.5

11.0

250

両側共大部分合気性淡紅色申ルモ漫録二於テ棺；大ナノl/結核竃ハ著明乾
酪化ン奴二冬菜一般二軽度茨白色ノ大ナノl/結節ノ集俘叉ハ散在ヲ見ﾉt/。
割面モ亦一般二宮気性ニシテ所々ニ結核結節ヲﾘメ/。

271

正常大淡紅色、両側共仝ク含気性ニヅテ僅カニ右薬ノ漫録二暗赤色硬固

り‘ﾉl/部一個ヲ見ル、結節ハ仝ク認メフr。割面モ亦著明含気性ニシテ血量

多ク結核性槌化ヲ認メズ。
〃〃==/　J～－〃－～〃-'-　f正常大含気性柔軟淡紅色、散在性二微細半透明鼓二粟粒大乾酪化ノ部ヲ

認メ殊二後者ハ両側下葉下線ご-や限局性黄色膨隆部1ヽシｆ認ｚラル。割
面ハ含気性盲質ノ所々ニ粟粒大結節ヲ散見八　　　　　　　　　．

278 19.0

12週後

18週後

23週後

28週後
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對

照

群

　６週後

-一一‥

　12週後

239 63.0
両側共容積大、全葉二亙り不正亀甲状二凹凸不平ヲ呈シ其突出部.ハー般

二貌白色ニヅテ真二勁状叉ハ線状ノ斑髭ヲソノ部二回ム。硬度増加ヌ。
創面亦多数ノ不正形貌白斑黙集合シ中心帚黄色乾酪化ス。

256 　18.4

-一一

　42.6

　31.1

　　　－

　25.5

　一一一一一一

　63.5

＝　㎜〃

　13.0

一一一

　36.0

両側共一般二含気性淡紅色滑深散在性二微細ﾅﾉﾚ粟粒結核結節及其集合
セノ1/ヲ認ム。割頁ニテモ含気性資質ノ所々ニ粟粒結節及ソノ融合セルヲ
認ム。

　　265

　　295

._　　〃―-＝－

　　238

表面滑深、左側上葉上半下葉下半分、右側上薬全部下葉上半蔀何レモ結

節官費ン其他ノ預シヽ比較的散晋シ貿質･ヽ含気性ナリ、割喜久多数ノ限界
鋭利ナル結節ノ晋現ヲ見ル。

両側共表面凹凸不平、冬菜共同にニ中心乾酪化セル結節ノ散敬5しﾊ融合
晋現ヲ認ム。割喜ニアリテモ含気性ナノl/資質ノ所々ニ粟粒結核結節及ソ
ノ不正形融合ヲ多敬二認ム、殊二下葉二者明ナリ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿＿　　＿＿_

正常大、表面粗大ノ華奢乃至米粒大敵ひセル茨白色結節ヲ無敬二宮奢ジ
各中心.ﾊ指針顛大黄色乾酪化ヲ呈ジ含気性ノ部ハ狭小ナリ。割百二於テ
モ結節ノ密奢、乾酪化ヲ認ノ含気性ノ部少シ。

242

292

241

両側共容積大、表面滑深ナノ1/モ不平等友白膨隆硬固ニテ含気性ノ部分.･ヽ
僅少ニンテ網状陥没｡ﾌ､、資質性ノ性牝ﾊ淘蔓性ナリ。割腹モ亦一般二限
界不明ナル茨白硬固資質性ノ部分多々含気性ノ郡少シ、結節、乾酪化明

ラカナラズ。

両側共容積小棺；扁平淡紅色滑深、各葉共二大小不同族茨白透明ノ結核
結節多倣ヲ認メ小.ﾊ帽針顛大ヨリ大.ﾊ米粒大(殊二右葉)ニテ限界梢；不
明ナリ。乾酪化著ジカラズ、割面大小不同ノ結節ヲ多撒二回ム。

18週後

左右共凹凸不平、含気性部ハ僅少ナリ、大部分.･ヽ女白乃至帯黄女白色碩
固膨隆ス而ジテ石女ノ沈著著明ナリ。割面モ亦限界不明瞭ナル不正形荻
白色ヲ呈スル都ヲ大部分二亙り認ム。

252
　　　顛倒共容積小、談れ含気性滑深、各葉平等二微細半透明ノ結節姓二其脚
16.3　洽セルモノ軽度散在ス。乾酪化著ジカラズ。割面モ含気性ノ所々ニ微細

　　　;ナノ1/結節ヲ少倣認ム。

264
　　　冬菜共全面二亙り早晋叉ハ融合ニヨル不正形茨白色資質性ノ膨隆ヲ認メ
35.3　硬度堵加ス､此髪化川萌下葉二著明ナリ。他ノ創いヽ含気性淡紅色叉べ気暦
　　　栽ヤリ。割面含気性ノ所々ニ茨白色結節蚊二其融合セルヲ多敷二認ム。

267 21.0
容積小、表面凹凸不平、冬菜共表面二微細粟粒茨白色結節ヲ漸蔓性二屁
ム。上葉.ﾊ比較的含気性ノ部多シ、創面ニテモ含気性ノ所々ニ粟粒大結
節ノ散我ヲ認礼

268 86.2

両側共容積大、両下葉ヲ除キー般二含載性ニヅテ粟粒犬乃至米粒大結節
ヲ散見シ下葉ハ含気性ノ部少ク求白色硬固資質性且両葉共肺門二近キ部
ハ不正形大小不同ノ空洞ヲ形成セリ。割面多撒ノ粟粒大乃至米粒大ノ舶

節ノ貨現ヲｉﾉl/。

280 24.9
正常大、滑深、暗赤色含気性ニテ各葉平等二微細申ﾉl/粟粒結節散在乃至
軽度集合我現jｽ、乾酪化著ンカラズ。割面、含気性ノ資質ノ所々ニ粟粒

大結節晋現ヌ。

282 55.5
両側共容積大、滑深、下葉下半蔀後百二粟粒大乃至大豆大多数ノ黄色乾
酪化ヲ認ムルモ其他ノ蔀.ﾊ淡紅色含気性僅少ノ半透明粟粒大結節ノ散衣

ヲ見ﾉ1/、割面モ亦含気性ノ資質内所々ニ乾酪化セル結節少数ヲ認ム。

290 46.2
容積大、表面滑深ナノ1/モ微細茨白斑勁ヲ中心トjｽﾉ1/結節稽；集合性二者
葉二費現シ殊二其漫録二宮晋ス。割面含気性資質内集合セノl/結節ヲ認ム
ノl/モ乾酪化著ジカラズ。

293 ，　28.5
正常大淡紅色、大部分含ﾌ気性柔軟、右下葉下線二限局性及左右下葉大部

分二散在性ニソノ他ノ創レ軽度粟粒大結節晋現ヲ見ﾉl/、下葉下線ノモノ
.ﾊ著明ナノ1/乾酪化ヲ呈ヌ、割面含気性資質内粟粒大結節ヲ散見ス。

23週後

277 50.0
左右雨葉共一般二硬度壇加シ緊満ﾌ､、外面滑源泉白色士ル部二微細り-ﾉl･
結核結節所々ニ散晋ス、下葉下級二少敷ノ乾酪堪ヲ認ム。割喜久一般二
廣汎性ナノl/肺炎像ヲ呈ジ測蔓性資質性ニテ結節等･･ヽ不明ナリ。

294 63.5

著ジク大、一般二柔軟、但シ含気性ナラズ中等度漏蔓性均質性茨白色ナ

リ。而シテ其所々殊二両側下葉二於テ中等度、其他ノ葉ハ軽度、黄色猫
粒大米粒大陳萬ナノ1/結節ヲ認ム、割面モ亦含気性ナラズ冷徹黄色ノ詰所
ノ散在ヲ認ム。
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肺臓デアツテ、病竃ノ庖サ川川nンヽ一般二小デ

對訃ハ大ナル者が多ク、従テ隻摺吠力う見テモ

廣汎性融合状病ごノ登現モ亦封冊二多ク縦ｍニ

ハ少イ。

３．

　

肺病愛郵組織像比較

白微鏡的検査ハードトシテ右叉ハ左肺下ﾉ柴?ノ略ｌ

中央部二就テ行ツタゲ、唆化ノ紗ナキモノーア

リテ・ヽ綬化ノ存ソ､ル場所ヨリ切片々作喫シテ検

査シタ。

注意

　

吾々ハ沢験中惚几セル動物ノ死囚ヲ結核性樋

化殊二肺ノ縫化二括ク者ト認メタノデアルガ、然ン剖

柊二際シ･他ノ病愛ノ有無ニモ充分注意シタ。其結果ﾊ

ｰ-言ニシテ云ヘバ、吾々ハ賓験動物ぐ人多敷二結核以

外二死因lヽシテ重大視ス可キ病鐙ヲ見ナ力丿久對群

デハ動物が賓験経過中二殆ンド全部力ヽ死ジ、療群テツヽ

僅カニ４疋ｶﾞ死ソダノ１ﾗｰ゛アノ1/。此ﾕ死亡卒ノ相違力゛若

ン結核以外ノ他ノ病曼二依ﾉl／者十ラバ貨験成績ノ考

察力゛根低カラ動揺スノ1/。然ジ動物ノ大部分ノ死因ハ結

核性病曼殊二肺ノ侵化ザ主デアル事が認メラレタ。郎

チ是等ノ貨験動物・生前ノ種々ノ症状死亡率等ノ相

逢ヲ来セル主因ハ矢張り剖検上認メラ1／･タ解剖的鍵

化ノ相違が主トジテ重キヲナシテ居ﾉl／ト認メテ良イ。

第12表ニテ病恬廓ノ廣サハ切片二就テノ事デ

全醗ノ肺臓二就テデハナイガ、然シ此切片二見

タ病髪ノ廣狭程度が肉眼所見廣狭程度ト大胎一

致セル事ハ第13表ヲ･見ラレテモ明カデアル。

郎チ療群ノヽ、初メ・ヽ中度叉ハ廣イ者モアルガ、

末期ニナル程却テ狭イ者が多クナリ、對群ハ何

レノ時期ニモ一般二廣イ範園トナツテ居ル。療

群ハー般二限局性ガフ多ク、對群ハ廣汎性ノ者が

多イ。惨出機橋ハ療群こ=こ弱々對群二弼イユ反

シ、噌殖機橋ハ困群略ｔ同ジカ叉ハ對群二梢ｔ

彊イガ、療群ハ結核結節形成が俊レルニ反シ、

對群ハ繊維化ノ傾向が末期二瞳クナツテ来タ結

果ラ示シテ居ル。とハ對群ノ噌殖機轄ハ参出、

乾酪化ノ永ビクユ件フ機化が重キラナシター居ル

事が窺知セラレル。乾酪化及ビ其部ヘノ石灰沈

著ハ對群ノカづ弼イ。惨出物ノ性状ハ雨群大差

ハ無ク、充出血像-ヽモ著差ハナ几更こ總括的

一見タ病髪型ハ、療群デハ増殖型カ、混合型デ
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第13表 肺臓ノ解剖的所見概表

賓

駿

群

洽　，家

療

開　　　兎
始

後　　　番

日

敷　　　銚

僣

重

ノ
壇

誠

心ｇ

Ｗ

死　　　病　髪　肉　眼　的　所　見
病　受　總　括

　壇(壇喧型)

　溶(溶出型)

　混(混合型)

ノ　　　　｜

方　　　盾

、　　　１法　ｊ

影　　　　　状

居　汎　性

限　局　　性

大　　　小

Ａ

治

縦

群

i　2↓7　　十oO I　殺 升　　　　　　　　　　　ｉ 小 壇

６週後 261　＋140 死 十十　１ 大 小 壇

285　＋560 j　殺 併　　1心　汎　性 大 小 混

12週後

259　・十190 1　吟　　　冊　　朧　汎　性
　　ｉ 大 混(膠)

269 ＋　90
　　　　　　　　　.___-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

殺　　　併 小 混(壇)

288　！－　60 殺 併 小 混

18週後

253　＋370 r　殺 併　　　　　　　　　　　　大 混

257　＋540 殺 冊 廣　汎　性 大 小 混(堵)

270　1 － 220 殺　・冊　，廣　汎　性

　　一殺　　　＋

大 小 混

23週後

236　＋400 大 小 堵

244　！＋490 死 十　１ 小 混

245 ＋350 死　’十 小 混

266 ＋330 殺 ＋ 小 参

279　　1　＋　　70 殺 ＋ 小 壇

281 ＋580 殺 十十 大 小 混

28週後

250 ＋470 死 升 大 小 混

271　！＋600 殺 ㎜ 琳巴濾胞肥大ノｉ 病礎佃μ/

278　I + 240 j　殺　｜　十十 大 小 混(壇)

Ｂ

對

照

群

６週後

239 －160 殺 冊 廣　汎　性 謬

256 ＋320 死 冊 居　汎　性 謬

265 －380 死、 +仔 廣　汎　性 大 小 混(参)

295 －230 死 併 廣　汎　性 大 小 混

12週後

238 －580 死 +冊 廣　汎　性 大 小 混

242 －550 死 併 居　汎　性 混(謬)

292 －160 死 併 大 小 混(壇)

18週後

241 －320 死 冊 廣　汎　性 大 小 混(参)

252 －230 死 升 大 ，小 混(謬)

264 - 320 死 冊 廣　汎　性 大 小 混(謬)

267 －560 死 併 廣　汎　性 大 小 混

268 －260 死

死

冊 廣　汎　性 謬

280 ＋310 ＋ 大 小 混

282 －　30 死 冊 廣　汎　性 大 小 混(漂)

290 ＋240 死 冊 m　汎　性 大 小 混(謬)

293 ＋　40 死 冊 廣　汎　性 大 混(謬)

23週後
277 －　　70 死 冊 廣　汎　性 謬

294 ＋150 死　｜　　冊　　｜　廣　汎　性 小 混(謬)



モ相牛バセル者叉ハ主トシテ噌殖型が多ク。對

群デ・ヽ惨出型叉ハ主トシテ惨出型が多イ。自]チ

肉眼的二肺病竃ノ大小廣狭二相違が見ラレルカ

ラ、瑕リュ其病愛ノ性質が同様デアツテモ雨群

ノ肺ノ形態的宛化ノ程度二相違アルバ明カデア

ル。然シ其組織像モ亦此雨群ノ肺病愛ノ廣サガ

違フノえナラズ、其性質モ亦相違アルサ認ノシ

。･･タ。自]チ惨出性愛化乾酪化ハ對群二多ク叉強

イ。増殖性愛化・ヽ雨群共大差ノヽナイカラ比較的

二云ヘバ療群ノ方ハ噌殖性愛化が強イ。何レニ

シテモ、對群ノ組織學的愛化ハ強烈デアリ叉経

過が長クナル程噌強ノ傾向が見ラレルガ、療群

ハ末期ニナツテモ左程強クナイ。結局療群ノ肺

ノ綬化ハ経過が長クテモ對群ノ如ク廣ク叉強ク

蔓延シ得ナカツタ状態デアル。

第五章

　

解剖所見總括

上記ノ第11及12表月

第13表ノ如シ。

肉眼的組織學的所見ラ略括セル此第13表カラ

解剖所見列

部ノ廣サガー般二小デ限局性ノ者が多ク且ツ病

受型カラ云ヘバ増殖機韓が優レルカ或ハ惨出噌

殖相牛バセルサ示セルガ、對群ハ病竃モ大且ツ

廣汎性ノ者多ク、病髪型八一般二惨出機韓が優

ツテ居ル。是等ノ形態的憂化サ吾々ハ更二其生

前維過中療群ハ長ク生存シ對群ハ短時日中二艶

死セル事ト對比スル時ハ、卸チ同一時日中ノ受

化二非ずル事ザ考慮二入ルヽ時ノヽ今少シク此相

違サ強調シ得ラルヽ可ク、殊二療群ノ末期(28

週後)ノ者ノ病受比較的弱キ事ハ、此賞験ノ治療

的操作が少ク共賓験動物ノ肺ノ結核受化二影響

ヲ及ボ｀シタモノデアラウ事ヲ考ヘシメルモノデ

アル。(以上木村、大場)

第六章

　

結

　

語

家兎60疋ノ静脈内一大量(膿重1kgニツキ５

ｍｇ)ノ強毒人型結核菌刊主射シ、２ヶ月後二生

存セシ39疋中３疋サ剖検シ、残りリ18疋宛ノ

２群二分チ、１群ニハ反営々誘起シナイ程ノ微

量ノ｢チフス｣菌十淋菌(死菌)ヲ毎週１同皮下注

射シ、他群ラ對照トシテ其経過ラ観察シツヽ６

週、12週、18週、23週、28週後二解剖的所見

ヲ'検索比較セリ。其成績大要次ノ如シ。

生前ノ経過ハ、治療群ニアリテハ、僣温ノヽ常二

下降シや平熱トナリ且１日中ノ動揺著シク減少

シ、醒重ノヽ噌加セルモノ多ク、赤血球沈降速度

モ對照群トノ間二著シキ差違り示セリ。叉死亡

率ハ、治療群ニアリテハ小ナルモ、對照群ハ殆

ンド全部自然二死シタリ。

斯ク牛前ノ経過二於テ治療群ト對照群トノ間二

著シキ相違ヲ認メタルガ、解剖的所見モ亦夫･二

一致シ、殊二肺ノ結核性病宛ノ廣狭拉二性質ハ

比較的治療群二軽弱ニ、對照群二強烈ナルヲ･認

メシメタリ。

（追記、附圖ニハ結核肺ノ肉眼的蚊二顧微鏡的標本中、

代表的ノモノノｌヲ掲ゲタリ）
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